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山

江

村

や
ま

え

む
ら

（役 場）

一 
 

概

況

二 
 

村
名
の
由
来

　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
、
市
制
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
山
田
村
と
万
江
村
が
合
併
し
、
両

村
の
名
を
一
宇
ず
つ
と
り
「
山
江
村
」
と
な
っ
た
。

 
 

球
磨
郡
の
西
北
部
に
位
置
す
る
、
人
口
三
、
六
八
一
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）、
面
積
約
一

二
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
村
で
あ
る
。
東
は
球
磨
郡
相
良
村
、
西
は
球
磨
郡
球
磨
村
、
南

は
人
吉
市
、
北
は
八
代
市
及
び
球
磨
郡
五
木
村
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い
る
。
総
面
積
の
九
〇
パ

ー
セ
ン
ト
は
山
林
で
、
北
進
す
る
に
従
い
丘
陵
地
帯
か
ら
漸
次
山
岳
と
な
り
、
北
部
は
仰
烏
帽

子
山
（
一
、
三
〇
二
メ
ー
ト
ル
）
や
高
岳
（
一
、
一
八
九
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
急
峻
を
極
め
て
い

る
。
南
部
は
比
較
的
平
坦
で
農
業
を
主
と
す
る
地
帯
で
あ
る
。
村
は
、
南
北
に
縦
断
す
る
山
岳

で
二
分
さ
れ
、
東
部
を
山
田
地
区
、
西
部
を
万
江
地
区
と
称
し
、
北
部
山
岳
地
帯
に
源
を
発
す

る
山
田
川
、
万
江
川
は
、
谷
間
の
水
田
を
潤
し
、
人
吉
平
野
を
貫
流
し
て
球
磨
川
に
合
流
し
て

い
る
。

 
 

農
業
は
、
米
を
中
心
に
煙
草
、
栗
な
ど
の
栽
培
、
酪
農
、
褐
牛
な
ど
の
複
合
経
営
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
特
に
、
畜
産
は
、
褐
毛
和
牛
の
飼
育
、
酪
農
な
ど
に
発
展
を
み
て
お
り
、
ま
た
、

葉
た
ば
こ
は
、
土
壌
条
件
に
恵
ま
れ
良
質
な
も
の
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

 
 

交
通
は
、
県
道
で
周
辺
市
町
村
と
結
ん
で
い
る
が
、
九
州
縦
貫
自
動
車
道
八
代
～
人
吉
間
が

平
成
元
年
に
開
通
、
村
南
端
部
に
人
吉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
八
代
ま
で
三
〇
分
、
熊

本
ま
で
一
時
間
程
度
で
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
っ
た
。
村
内
に
は
山
江
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
も

擁
し
て
い
る
。

 
 

名
所
旧
跡
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、
昭
和
一
二
年
建
設
の
国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
で

あ
る
旧
山
江
村
役
場
を
全
面
改
修
し
た
「
時
代
の
駅
む
ら
や
く
ば
」、
村
物
産
館
「
ゆ
っ
く
り
」
、

山
江
温
泉
「
ほ
た
る
」
、
高
寺
院
山
田
城
趾
、
丸
岡
公
園
な
ど
が
あ
る
。

 
 

高
寺
院
は
、
平
安
末
期
、
矢
瀬
主
馬
祐
の
創
建
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
堂
内
に
三
体
の

木
造
毘
沙
門
天
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
二
体
は
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財

で
あ
る
。
な
お
、
院
内
に
は
県
指
定
文
化
財
の
勢
至
菩
薩
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
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三 
 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

１ 
 

市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

 
 

本
地
域
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
三
月
の
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
お
い
て
、
人
吉
下

球
磨
地
域
六
市
町
村
の
合
併
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
。

 
 

山
江
村
は
、
平
成
一
四
年
一
二
月
、
こ
の
六
市
町
村
で
の
任
意
協
議
会
に
参
加
し
た
が
、
村

は
法
定
協
議
会
移
行
に
つ
い
て
は
村
民
に
慎
重
論
が
強
い
な
ど
と
し
て
移
行
見
送
り
の
方
針
を

固
め
、
人
吉
市
と
相
良
村
の
法
定
協
議
会
設
置
に
は
追
随
し
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
合
併
特
例
法
の
期
限
迄
に
山
江
村
と
周
辺
市
町
村
の
合
併
検
討
が
具
体
化
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
（
第
二
編
「
人
吉
・
球
磨
地
域
」
参
照
）

 
 

平
安
末
期
（
一
一
〇
〇
年
代
）、
平
川
氏
が
山
田
城
を
築
き
統
治
し
て
い
た
が
、
鎌
倉
時
代
（
一

一
九
二
～
一
三
三
三
）
に
相
良
頼
明
が
城
主
と
な
り
、
こ
の
地
域
を
統
合
し
た
。
室
町
中
期
（
一

四
五
〇
～
一
五
〇
〇
年
頃
）
に
至
り
山
田
城
主
相
良
長
続
が
人
吉
城
に
入
り
、
相
良
氏
一
二
代

を
つ
い
だ
た
め
、
こ
の
地
域
も
相
良
氏
の
領
分
と
な
っ
た
。

 
 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
相
良
藩
は
人
吉
県
と
な
り
、
同
年
一
一

月
に
八
代
県
に
属
し
た
が
、六
年
一
月
、白
川
県
と
八
代
県
の
合
併
に
よ
っ
て
白
川
県
に
属
し
、

七
年
の
大
小
区
制
の
改
正
に
よ
り
、
こ
の
地
域
は
第
二
四
大
区
第
二
小
区
と
第
三
小
区
に
入
っ

た
。

 
 

一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、
大
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
る
に
伴
い
、
こ
の
地

域
は
も
と
の
よ
う
に
山
田
村
と
万
江
村
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
が
、
一

七
年
の
改
正
に
よ
り
同
一
戸
長
役
場
区
域
と
な
り
、
二
二
年
四
月
の
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、

山
田
村
、
万
江
村
は
合
併
し
、
山
江
村
と
な
っ
た
。

 
 

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
一
〇
月
、
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
る
に
伴
な
い
、
同
年

一
一
月
に
山
江
村
、
川
村
、
四
浦
村
の
三
か
村
合
併
試
案
が
県
よ
り
示
さ
れ
た
。

 
 

各
関
係
村
は
、
こ
の
県
試
案
に
基
づ
き
地
理
的
、
経
済
的
、
行
政
的
諸
条
件
に
つ
い
て
検
討

し
た
が
、
結
局
、
地
理
的
、
経
済
的
諸
条
件
に
お
い
て
三
か
村
合
併
は
適
当
で
な
い
と
の
結
論

を
出
し
、
改
め
て
合
併
問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
、
本
村
に
お
い
て
は
、
地

理
的
条
件
が
悪
い
た
め
、合
併
後
に
い
ろ
い
ろ
な
不
便
を
き
た
す
こ
と
は
必
至
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
村
を
含
む
人
吉
市
隣
接
村
に
は
、
人
吉
と
の
合
併
を
希
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た

の
で
、
こ
れ
ら
各
村
の
意
向
を
打
診
す
る
た
め
、
二
九
年
八
月
三
〇
日
、
人
吉
市
役
所
に
お
い

て
、
人
吉
市
に
隣
接
す
る
西
村
、
川
村
お
よ
び
本
村
の
代
表
を
ま
じ
え
て
人
吉
市
議
会
と
の
全

員
協
議
会
が
聞
か
れ
た
。

 
 

本
村
は
、
政
治
、
経
済
、
産
業
、
地
勢
等
の
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
人
吉
市
を
中
心
に
し
た
村
の

立
場
を
説
明
し
、
今
後
合
併
を
す
る
な
ら
ば
人
吉
市
と
の
合
併
を
希
望
し
た
い
旨
力
説
し
た
。

 
 

し
か
し
、
そ
の
後
、
人
吉
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

 
 

三
〇
年
後
半
に
至
り
、
三
か
村
合
併
試
案
中
の
川
村
、
四
浦
村
の
二
か
村
に
お
い
て
、
合
併

気
運
が
急
速
に
盛
り
あ
が
り
、
三
一
年
二
月
に
は
両
村
間
に
合
併
促
進
協
議
会
が
発
足
し
て
本

格
的
な
検
討
に
入
っ
た
が
、
同
年
九
月
一
日
、
合
併
し
て
相
良
村
と
な
っ
た
た
め
、
本
村
は
三

か
村
合
併
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。同
年
九
月
二
二
日
付
の
熊
本
県
町
村
合
併
計
画
で
は
、

本
村
は
、
地
勢
、
交
通
等
の
事
情
を
考
慮
し
て
独
立
村
に
変
更
さ
れ
、
結
局
、
本
村
の
合
併
は
、

具
体
的
な
問
題
を
検
討
す
る
段
階
ま
で
進
展
を
見
な
か
っ
た
。
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（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）
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